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研究（Wikipediaより）

ある特定の物事について、(1)人間の知識を集めて考
察し、(2)実験、観察、調査などを通して調べて、そ
の物事についての事実を深く追求する一連の過程の
ことである。

(1)のタイプの研究は英語ではstudyに相当し、人文学系の研
究の多くがこれにあたる。このタイプの研究をする人は、
学者(student; scholar)と呼ばれることが多い。
(2)のタイプの研究は英語ではresearchに相当し、科学的研究
がこれにあたる。このタイプの研究をする人は、学者とい
うよりも研究者(researcher)・科学者(scientist)と呼ぶ方が適し
ている。

日本語では、これら2つの異なる知的活動がどちらも
同じ「研究」と呼ばれるため、誤解と混乱を引き起
こしている。
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グループ内での役割分担

司会
16：00までに各メンバーにより以下の観点で意見交換を促進くだ
さい

テーマの説明（背景と動機）
テーマの絞込み（何をどこまで明らかにするのか）
時間が余れば、論文体裁のよりどころとなる論理実証主義についての
解説をみんなで見てください。

科学哲学史
http://www.h5.dion.ne.jp/~terun/saruTetuFrame.html

書記
16：00までに各メンバーのテーマ修正案をPowerPointにまとめてく
ださい。

発表
3分程度で意見交換の結果を説明してください。

http://www.h5.dion.ne.jp/~terun/saruTetuFrame.html
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テーマはできるだけ絞り込む  関西大学辻ゼミ3原則

 http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~tsujidai/seminar/policy.htm

「マンガについて何かやりたい」とか「最近
のマンガはどう変わったか」なんてのは論外

一点突破の全面展開

「少年マンガ誌の暴力表現は本当に増加・過激化
しているか」

「少女マンガの背景に使われる花の用法はどう変
わったか」
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